
3 面 _9 月 15 日号3 面 _9 月 15 日号

（3）2018（平成30）年９月15日号

松山城観月祭「月のおもてなしi
イ ン

n松山城」
22日のみ実施
■月見団子無料配布（先着300人）＝
17時45分～。本丸広場「城山荘」前
■ダンスパフォーマンス＝17時30
分～
■野球拳おどり＝18時～
■松山検番による「お城の舞」＝
18時30分～
■えひめ憲一歌謡ショー＝19時～
23日のみ実施
■いもたき無料配布（先着200人）＝
17時45分～。本丸広場「城山荘」前
■地元ミュージシャンによる演奏＝
18時～
■吟詠と詩舞の披露＝19時～
※雨天などによりイベント内容や時
間を変
更・中
止する
場合あ
り

MATSUYAMA DESIGN WEEK（松山デザインウィーク）
９月14日㈮～24日（月・休）

①もっとお城を知ってほしい！
松山城巡りツアー
日時11月 ３ 日（ 土・祝 ）・10日 ㈯・
17日㈯。いずれも９～12時
会場・内容 江戸時代から現在ま
で、私たちを見守ってきた松山城
の魅力を攻守機能の視点から掘り
下げ、乾櫓

やぐら

、野原櫓などの重要文
化財を特別公開▶行程＝集合・事
前説明→隠門続櫓→乾櫓→野原櫓

（特別公開の櫓内で説明、狭
さ

間
ま

を
のぞく体験）→松山城天守
対象市内に在住または通勤して
いる人（中学生以下は保護者同伴）
定員・料金各20人（抽選）。無料
申し込み10月15日㈪（必着）。
往復はがきで往信裏面に住所、氏
名、年齢、電話番号、参加人数、
参加希望日（第３希望まで可）を、
返信表面に代表者の住所、氏名を
書いて〒790-8571観光・国際
交流課へ
②松山城歴史パネル展
日時10月６日㈯～12月30日㈰
会場松山城ロープウェイ駅舎２

　花園町、松山中央商店街（大街道・銀天街）、ロープウェー街で、「花」
をコンセプトにしたアートイベント「MATSUYAMA DESIGN WEEK」
を開催します。
日時９月14日㈮～24日（月・休）
会場花園町、松山中央商店街（大街道・銀天街）、ロープウェー街
内容中央商店街＝花をテーマにしたデザインの世界コンペティション、
高さ約９㍍の巨大アート作品の展示▶花園町商店街＝お城下マルシェ 
花園への「花」をモチーフにしたブースの出店、花をイメージしたアー
ト展示▶ロープウェー商店街＝「伊予絣

がすり

」を使った試作品の作成・展示
オープニングイベント
日時９月14日㈮18～20時
会場デザインウィーク特設ステージ（大街道
一番町口付近）
内容フラメンコ演舞、ライブペインティング
▶出演者（敬称略）＝舞踊家・伊須裕巳、ギ
タリスト・智詠、松山東雲女子大学・短期大
学書道がーるずほか
トークイベント
日時９月17日（月・祝）14時30分～15時30分
会場松山三越（一番町三丁目）１階アトリウムコート
内容登壇者（敬称略）＝デザイナー・廣川玉枝、ファッションジャーナ
リスト・生駒芳子、モデル・冨永愛

　松山城山頂の本丸広場などで観月
祭を開催し、ロープウェイの運行を
21時まで延長します。ライトアッ
プされた松山城で秋の夜長をお楽し
みください。
日９月22日㈯・23日（日・祝）
会松山城本丸広場（丸之内）ほか
内22日・23日両日実施
■ライトアップ＝日没～21時
※石垣、城門、櫓

やぐら

などをライトアッ
プし、和の空間を演出
■天守夜間営業＝20時30分まで

（札止め20時）
■重要文化財の櫓（隠

かくれもんつづき

門続櫓・野原
櫓・乾櫓）を特別公開＝18～20時
■お城の昔語り＝19時30分～20時
■子ども甲

かっちゅう

冑・お姫様衣装試着体験
＝18～20時
■「城山荘」特別営業＝20時30分
オーダーストップ（いもたき、カ
レー、生ビールの販売など）
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８
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携
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４
・
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文
学
は
ア
ー
ト
だ
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五
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る
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作
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ま
た
、
展
示
に
合
わ
せ
て
、

８
月
20
日
、
宝
厳
寺
で
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
尾
崎
さ
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自
分
の
歌
詩
が
街
の
景
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に
刻
ま
れ
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と
が
う
れ
し
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が
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た
り
人
が
触
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た
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る
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の
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る
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と

語
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し
た
。
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０
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０
０
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巡
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０
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地
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
催

協定を締結した野志市長と井関代表取締
役社長

飛鳥乃湯泉中庭に浮かぶ雲

温泉に流されながらゆらゆら
と揺れ動く言葉たち

市の花「ヤブツバキ」をモチーフに
したアートオブジェのイメージ

問
道
後
温
泉
事
務
所
☎
921
６

４
６
４
・

934
３
４
１
５

問松山城総合事務所☎921-4873・ 934-3417 問観光・国際交流課☎948-6557・ 943-9001

問まつやま健幸・賑幸促進委員会☎998-3533（平日９時30分～18
時）、地域経済課☎948-6548・ 934-1844

　
締
結
式
で
野
志
市
長
は

「
今
回
の
協
定
で
、
ハ
ウ

ス
メ
イ
ト
さ
ん
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
、
進
学
し
た
学
生
の

心
の
中
に
松
山
が
あ
る
よ

う
に
、
地
元
へ
の
愛
着
を

深
め
、
い
い
松
山
に
し
て

い
き
た
い
」
と
意
義
を
語

り
ま
し
た
。

　
井
関
豊
代
表
取
締
役
社

長
は
「
松
山
市
外
に
進
学

す
る
若
者
に
、
松
山
へ
の

愛
着
や
誇
り
を
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
発
信
し
て
い
く
」

と
語
り
ま
し
た
。
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６
７
０

７
・

934
２
５
７
８

明治150年記念　松山城イベント

ことばに向かう際の考え
方を話す尾崎さん

階交流ホール
内容松山城の歴史を幕末～明治
期を中心にパネルや写真で紹介
③山頂広場での甲

かっちゅう

冑試着体験
日時10月６日から平成31年3月
31日までの土・日曜日。９～16
時
会場試着体験ブース（天守入り口
付近）
内容甲冑を着て松山城を背景に
記念撮影
※既存の甲冑試着体験コーナー

（天守１階）もリニューアルし、
松山城の歴代城主ゆかりの家紋入
りオリジナル甲冑を設置（10月
以降毎日実施。天守入場料が必要）

イ
ン

松山城乾櫓


